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ビジネス向け画像情報処理システム
Image Processinglnformation SYStemfor Business Use

近年､オフィス業務の効率化のためにオフィスオートメl-ション機器の導入か進

んでいるが,1及われている情報はコr一卜l化できる丈′j･二情報がrトL､である｡オフィス

業務の効率く化を更に推進するためには,凶面,絵,子吉き史ノi･二などのコーード化でき

ない情報もコンピュータで処理する必要かある｡このような市場ニーーーズを背巌に開

発Lた日立画像情報処理システムは,

(1)既存の漢字端末と同様に漢1i二が扱えるL⊃

(2)高ぶ,質な両條情報の入出力ができる｡

(3)酬象情報は圧縮して入出力,ファイルできる｡

(4)使いやすいソフトウェアパッケージを用意している〔)

などの特長をもっている｡

t】 緒 言

オフィスの生産性の向_L二を目的として,パーソナルコンビ

ュMタ,日本語ワードプロセリサ,オンライン端末装置など

のオフィスオートメーション機器か急速な普及を見せてし-る｡

しかし,そこで扱われている情報は,英･数字,仮名,洪ヰニ

などのコード情報と一部の図形情報であり,オフィスに散在

する手書きメモ,匡=帆 印影といったコード化の雉しい情報

のコンピュータ処理は取り残されている｡オフィス業務の効

率化をいっそう進めるためには,これ√)の耐怪情報と枕にコ

ンピュータ処理されている情報(EDP情報)を有機的に結びつ

け,コンピュータで一ノ亡的に処珊Lてり)くことが必要である二,

日立製作所ではこうLた市場ニーズに対応するため,【ズ1血や

手書き文′i二を画像情報として扱い,既にコンヒュータ化され

ている業務の情報と統合して人J-=力‾叶能な沖り象情報処理シス

テムを開発Lた｡

同 日立画像情報処理システム

2.1 開発のねらい

日立画像情報処ユ翌システム開発のねらいは主に次の2ノ､‡で

ある｡
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(1)概略剛由や地図のようなコード化の難しい帖報をコンヒ

ュ一夕で入出力,-蓄陳叶能にし,従来コンヒュ【タ処理かノ〕
切り離され,キャビネットなどに仰=管L検索されていた情報

の電十フ7イリングを可能とした｡

適椚業務の一例とLては,

(a)配送仁ミ柴への地【ツⅠ付加1

(b)山嘩指示書･整望造指示書への岡[丘汁川‖

(C)イこ動産物件照会サービス

(d)印毛をう管理

などが挙げられる｡

(2)数十二,文字であっても,計算や分類などの処稗を行なわ

ない千戸手きメモ情報などをコンピュータに入力し処群するた

めには,キーポートなどかJJ改めて入力し,コーード帖報に塊≡

検する必要がある｡二れらの手書きメモ情報をl叫條情報とL

て,そのま圭の形で人ノJすることによって人力ゼ官月],入力H寺

岡の削～城を阿る｡

適用業務の一例とLては,

(a)イ去柴の摘要欄･備考欄処理

(b)商品配送伝票処j哩

ささ

区= 日立画像情報処理

システムの夕十観 左側か

らべ一ジプリンタ,ラインプ

リンタ,ディスプレイ,画像

入力付OCR(光学文字読取り

装置)を示す｡

*

日立製作所神奈川工場
**

日立製作所小目-=京工場
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(C)営業メモ管理

(d)技術情報管理

などが挙げられる｡

2.2 システムの概要

システム外観を図1 に,システム構成を区12にホす｡

日立画像情報処理システムは,

(1)画イ象入力付OCR(睡jイ家人力付光学文キニ読取り装置)

(2)T-560/20ビデオデータシステム(也低機能什)

(3)画條テ■一夕支践パッケージIMGP(Image Data Support

Package)

から構成され,HITAC Mシリーズで画像情報の入出力及び

苔枯を可能にLたシステムである｡

2.3 システムの特長

(1)緑営度9.4本/mmの画j像入力付OCRとページプリンタによ

って,品質の良い画†象情報ク‾)入出力かできる｡

(2)画像入力什OCRによって,コード情報と画像情報を何時

に人力できる｢

(3)匝iイ象情報は圧縮〔MH方式:モテ■ィフ7イドハフマン)Lて

入出力､ファイルできるニ

(4)コMド情報と睡jイ象情報をi比/l三してLtリノできる｡

(5)T-560/20ビデオデータシステムのナイスフ■‾レイから蜘條

情報を検索し表示することができるし)

6】 ハードウェアの概要

3.1 画像入力付OCR

HT-5504-41/51/61形匝jイ象入力付OCRは,従来のOCRシス

テムとl■り横縞7二枚ひ､手書き‾丈ノナ:を読取り,コーード化する機

能と,凶,絵,印岩う,手書きメモなどを担jイ象としてとごっえ,

吐縮コーード(MHコ【ド)化して上位装置に転こ送する機能をもつ

装帯である｡

3.l.1 特 長

(1)走査線密度は9.4本/mm(240トソト/インチ)を才末梢してい

るので,高し､分解能で睡j像情報を取込むことかできる√｡

(2)筆記具として鉛筆,ポ〉1ルペン,黒スタンフ‾,朱肉など

が使用できる｡

(3)画像l音報の取込み状態を確認するために,読取った匝順

をナイ スフしレイに表示できる｡

画像入力

付OCR

(4)入力画像のi農さに合わせて,画像情報の取込み渡さの基

三準他を指定できる｡

(5)‾文字情報はキーボードからも入力でき,帳票から直接読

み取った画像情報と合わせて転送することもできる｡

(6)‾文字情報だけを読取るときは,オフラインモードでフレ

キシブルディ スクに州力することかできる｡

3.1.2 仕 様

L酎家人力付OCRの主な仕様を表1に示す｡

3.l.3 動 作

図3に画像入力什OCRの動作概要を示す｡データの読取り

に先立ち入力原票に対応したフォーマット情報で,CF(文字

フィーーールト)及びIF(画像フィールド)を指定する｡データの読

取りは画條データ支援パッケージIMGPの画イ象OCRユーティ

リティから読取り指令により開始される｡CFはT-550/400CR

と同様に読坪そり,文字コⅥド化する｡フォーマット情報によ

り,読取るIFの位置か与えられるので,その範囲をCCD(Charge

Coupled Device〕スキャナでスキャンし,この出力をMH圧縮

表I HT-5504-41/引/61形画像入力付OCRの仕様 コード情報と

画像情重視を同時に入力できる｡

項 目 内 容

読 取 り 色 黒/朱色

走 査 線 密 度 9.4本/mm(240ドット/インチ)

読 取 り 文 字 数 最大82字/行(活字).最大49字/行(手書き)

読 取 り 速 度 約7枚/分(画像エリア:縦100×横】20mm)

用 紙

サ イ ズ 74×52､305×257mm(縦×横〉

達 量 55～ほ3kg

ホッパスタ ッカ容量 約300枚

画像 フ ィ
ー

ルド 数 最大20フィールド/帳票

画像フィールドの総面積 最大A4サイズ相当/帳票

デ ー タ 圧 縮 MH(モディファイドハフマン)方式

筆 記 目

41形:鉛筆

51形:鉛筆,一般ボールペン

61形:鉛筆,一般ボールペン.朱肉

VOSl/ES･VOS3

lMGP

画像OCR

ユーティリ

ティ

画像出力データ

ストリーム作成

サブルーチン

ユーザープログラム

VOSl/ES

･ES/
lPPF

･DCCMII

VOS3

･TSS

･DCCMIl

コード情報 画像情報

注:略語説明 VOSl/ES(VlrtUaFstorage Op即atlng Systeml/Extended System)

ESハPPF(Extended SYStem/hteract川e Programmlng and Processlng Facillty)
DCCMll(Data Commun】Cation Contro】ManagerIり

区12 日立画像情報処理システムの構成 画像入力付OCRから入力Lた画像情報は,

テムに出力される｡
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利用しやすい形にLた

ユーザーファイル/デー
タベース

ディスプレイ

タ

ー

ミ

ナ

ル

コ

ン

ト

ロ

ー

■フ

ペ ー

ン′

プリ ンタ

ラ イ ン

プリ ンタ

T-560/20
ビデオデータシステム

TSS(Time Sharing System)
lMGP=mage Data Support Package)

画像データ支援パッケージIMGPによってT-560/20ビデオデータシス
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人力原票

[画瓦]
[車重垂][釘

′ヽ

/
/

く
ヽヽ

/

＼
ヽヽ ′

＼＼ノ

)

フォーマット指定

匡さ]｢㌃｢1･:
l

+__._+

｢‾‾+｢

[亘‾至]いF21
I

l

+___ +

手
メ

一

ト･---レンス

注:略語説明

CF(Character Fleld)

lF(lrTlageFleld)

MH(Modlf】ed H山fman)

白 白 白 白 黒 黒 白 白 黒 黒 白 白

M 【圧 縮 棟 構

黒2トント 黒2トソト 1ラインの終わり

00000100111 0101011111 00000011 000000000001

白45ドット 白25トソト 白30トソト

ホストコンピュータ転送チータ形式作成

lFlの読取りデータ

CFlの読取り

データ

CF2の読取り

データ

フィールド

情 報

画 像 情 報

1st Llne 2【1d し】ne //th
L】ne

【F2の読取り

テータ

機構によりデ【タ｢t縦する_.J上端されたl巾像情報にフイ【ル

ド仙報(フィールドNo.,チータk)を付ノ州L,ホストコンヒュ

ーータ転送用のテ【タ形式にL/二後,1叶像OCRユーティりティ

のコマンドシーケンスに1占づいで文ノト情報,l叫條帖報を虹達

する｡

3.2 T-560/20ビデオデータシステム(画像機能)

T-560/20ビティテ㌧一夕システム(耐イ象機能)は,従来の漢字,

凶形の去ホ･印刷機能に,l叫條の三た′】ミ･印刷機能を付加ILた

ビデオデータシステムであり,HT-5425 Q21形ディスプレイ,

HT-5641115.′/116形へ一シフ■リンク放びHT--5682--12彬ライ ン

プリ ンタかJ〕構I戊されるい

3.2.1 特 長

(1)ディスフ■レイは棋1,120トソト×縦720トソトの表/Jミ画由

をもち,拓い分解能で格式敏な向條帖報グ)表示ができる｡また

7色のカラ【表ホができる｡

(2)ヘーーソブリンタは,線塊こ度9.4本/mⅡlのレーザビーム‾#込

みによる電了一写車‾んJ℃のプリンタであり､高速で鮮川jな印字

ができる｡

(3)ラインプリンタは100行/分の印字過度をもち,故人5校

までの複′与二ができる｡

3.2.2 仕 様

T-560/20ビテオデMタンステム(耐條機能)の主な什様を表2

にホす｡

3.2.3 動 作

ぺ-ジフ＼リンタ,ラインプリンタの動作概要を図4に示す｡

ぺ-シ､プリンタ,ラインプリ ンタはノ乏収一-ノたで一夕のうち,

文下情報は‾文字バッブ7へ,画像情報は両條バリファへ格納

する｡文字情報はCG(‾文字発生器)を介してビットイメージに

変換L,フルトソトバッフ7に割りイ+1ナる｡画像情報はMH役

図3 画像入力付OCRの

動作概要 CCDスキ

ャナで画像情報を読み取

り,MH圧縮Lてホストコ

ンピュータに転送する(ノ

表2 T560ノ/20ビデオデータシステム(画像機能)の仕様 漢字,

グラフィック及び画像を同時に出力できる｡

機 器 項 目 内 _ 容

ディスプレイ

HT-5425-Q2l

表 示 文 字 数
漢字960字(40字×24行)
英･数字t仮名し9ZO字(80字×24行)

C R T サ イ ズ 川インチカラー

表 示 色

文字構成

j+､竺▼__
漢字24ドット×24ドット

英･数字･仮名12ドット×24ドット

表 示 文 字 種
漢字約8′800種
英･数字･仮名】27種

3～6枚/分(A4判)

ページプリンタ
HT56引I15//l16

印 字 速 度

文字構成･文字サイズ

漢字32ドット×32ドット(9ポ),

24ドット×24ドット(7ポ)
英･数字･仮名

柑ドット×32ドット(9ポ半角),
12ドット×24ドット(7ポ半角)

印 字 文 字 種
漢字約8.000種

英･数字･仮名I27種

9.4本/山m(240ドット/インチ)線 密 度

サ イ ズ B4,A4,B5,A5

用 紙

連 量 55kg(指定紙)

ラインプリンタ
HT-5682-12

印 字 速 度 100行/分(6行/インチ時)

文 字 構 成
漢字24ドット×24ドット

英･数字･仮名12ドット×24ドット

印 字 文 字 種
漢字約8′000種
英･数字･仮名127種

練 密 度
6.3×6,6本/mm
い60ドット×I68ドット/インチ)

用 紙 サ イ ズ 】27～38】mmX10l.6～279.4mm

複 写 可 能 枚 数 5枚
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文字情報
画像情報1 画像情報2

フィールド情報 画 情 報

文字バッファ

(コード)

C G

フルト∴ソト

バ ッ フ ァ

画像バッファ

MH復元機構

モ=

[三重コ

[互∃[司
[:亘∃[亘】

出荷指示書

F｢言芯丁‾11
｢‾｢‾‾‾‾‾‾1

1形式1 330-71211

+_+______+

付属品

｢‾‾｢‾‾‾‾‾｢
け-ND.1 G70051 1

+__+______J

｢周+
叩電叫

｢
一
-
■
+

｢
■
■
-
-
-
+

｢
■
■
一
+

二の中はビットイメージ

注:略語説明 CG(Character Generater)

図4 ページプリンタ,ラインプリンタの動作概要

文字情報はCG(文字発生器)を介して,画像情報はMH復元機構を

介してフルドットバッファに割り付ける｡

団
画
像
入
力

付OCR

入力画像

lMGP

画像OCR

ユーティリティ

×MAP

XMAPD/lF

定義帳票

品名 略 図 単価

××X

′

X＼米

l l l
l l l
l 】

l

l

画像領域

コ
ード
デー タ

ファイル

画 像
デー タ

ファイル

マ ッ プ

ライフうリ

ユーザー
プログラム

一対話

(享…皇■PPF･)
-オンライン
(DCCMll)

lMGP

画像出力データ

ストリーム作成

サブルーチン

T-560/20
画像機能付

出力帳票

品名 略 図 単価

テレビ

ジョン

○

()

80,000

l l l

l l l

l l l

図5 日立画像情報処理システムのソフトウェア構成 画像OCRユーティリティに

より画像情報を入力L,×MAPの定義に従って画像出力データストリーム作成サブルーチンによ

り出力する｡

J亡機構を介しで-oI‥`1''のビットイメーージに変換し,フルド

ットバッファに割り付ける｡1ペ【ジの割付けが完了すると

プリ ントアウトする｡

b サポートソフトウェア

4.1 概 要

図5に日立画像情報処理システムのソフトウェア構成を示

す｡日立画像情報処理システムはVOSl/ES(Virtualstorage

Operating Systeml/Extended System)及びVOS3の二つの

オペレーティングシステムでサポートされ,対話環境〔VOSl/

ES ES/IPPF(Extended System/Interactive Programing

and Processing Facility),VOS3 TSS(タイムシェアリン

グシステム)〕及びオンライン環境〔DCCM(Data Communica･

tion ControIManager)ⅠⅠ〕で使用できる｡画像情報処理のた

めに画像データ支援′ヾツケージIMGPを新たに開発し,また

端末メッセーンマッピング支援ⅩMAP(Extended Mapping

Aids)及びⅩMAPD/IF(Extended Map Definition/Interactive

Facility)に画像データ出力領域の定義機能を追加しているゥ

画像データ支援パッケージIMGPは,

(1)酎象入力什OCRから画條データと文下テ【タを読取り,

各々のデータを画像ファイル,文字ファイルに格納する匝i像

OCRユーティ りテイ

(2)T-560/20ビデオデータシステムに画像データを出力する

ためのデータ形式を生成する画像出力データストリーム作成

サブルーチン

の二つのプログラムで構成されている｡
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4.2 特 長

(1)オペレ∽ティングシステムVOS3及びVOSl/ESで画像

処理かできる.｡

(2)画像入プJ付OCRから文下情報と画像情報を同時に入力で

きる｡

(3)文字情報と画像情報を批イt一三してページプリンタ,ライン

プリ ンタ及びディ スプレイに出力できる｡

(4)ユーーサーブログラムではi可條情報やハードウェアの固有

件を意識せずに画像情報を取扱える｡

(5)匝i像を含んだ情報を出力する7■‾■ログラムは,対話環ゴ竜

(VOSl/ES ES/IPPF,VOS3 TSS)及びオンライン環

境(DCCMII)のもとで用いることができる｡

■】 結 言

以上述べてきたように,日立画像情報処理システムは,現

存のコンヒュ一夕処理.の延長線__上二に匝i條データを追加し,文

字データとi上之冶三Lた入出力,蓄積処理を行なうシステムであ

る｡今後,業務の多様化と効率化に伴い,画像情報をコンピ

ュータで扱いたいというニーズかますます高まるものと考え

られる｡日立製作所では更にいっそうの製品の強化と拡充を

図り,データ処理,‾文書処理に画像情報を効率的に融合させ

たよりイ吏いやすい情報処理システムを提供していく考えである｡
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